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非対称的結合子Tをもっ論理系について

大畑甚ー

この論文で，結合子 (connective)Tをもっ1二calculus[v∞Wright (3)]は，

ある定義に関して 2項様相体系 (dyadicmodal system) Md [von Wright 

(1)]へ後述する意味で重要な変更を加えた体系 PMdに含まれることが訴さ

れる諮4].この論理的誘導突のもつ脅学的議味はトザヴィアノレかどうか切かで、

ない.簡単に95でふれる必要な解説的叙述:結合子すの informalな分

析，形式的体系としてのす-calculusとそれについてのコメン人 Mdについ

てのそれらは，それぞれ， 91予言2，S 3である‘

5工 事象 (ev舶のとは，ここでは，命題γの記述ナゐ一つの状態から，

命題 Vの記述する一つの状態への変化，簡単に， pから qへの変化をいう.

従って γ とY誌時間に相対的に真理値をとる. これを)1援序対 <p，q)であ

らわすa もちろん， <p， .....p)も考えられる.

ここでこの表記法を採るのは，いわゆる真理函数的な表記‘p&ιv→q'，
'p& -p'，‘p→~が……と区別するためである. pから Qへの変化は， pと

qとのあるま関係》である.龍方多真現g繍g数記号‘&

れているま鰐係》でで、はない禽 3奨芝環顔数、ととしし，て，‘p&ぜ等上記のものはそれぞ

れ， 'q & p'， '.....pVq'，寵偽，‘-p'に等fI歪であるにすぎない.

くp，q)の元{繋繁}の間にどんな関係がるるかここでは煩わないままで，

外延的に (inextension)このあるま関係》を， )1原序対くp，訟であらわす し

かし時鵠的前後を明瞭にするため，上の表記念 pTqに替えるーくp，-p)… 

いは pT-p……となる.マ'はその左手の命題の記述する状態から，右手の

それへの変化(移行}を示す記号である.

dて τ' 入る命題について，それぞれ《状態記述))(state-d日scrip-
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tion) ることにする.任意の数の命題変項 p，q， r.…υ{議論の宇宙)が

与えられたとされそれに関する《状態記述》とは，それぞれの変項について，

それら自身かその否定かがただ一度づっあらわれる連設である.タIJえば， {p， 

q， r}に関して， その状態記述は， p & q & r， p &q&~r， p& -q & r， 

p &-q&-r， ・・・…でるり，その数は 23である. これらは紹互に独立で同

時に真とはなりえない.一般に命題変項の数 n(n 2，……)に対して，状

態記述は 2n1爾可援でふり，相瓦に排除的 (mutuallyexclu8ive)である圃く

同じことであるが，変噴 p，q， r，……より{乍られる吉典2fI直命閥論理の龍意

は， uniqueな完全灘言標準形が存在し《状態記述》は，その選言

である.

ま状態記述》を 81>82とする.く81>S2>すなわち話lTs2を‘殺なるくpラ q>すな

わち pTqという状態変化と症却して， vonWright 訟に救¥，， <(際史))(history) 

と呼ぶ. この記法の拡張として，くSr， S2， 83，….. .，Sk> (k口 1，2，ゑ…一・で閉じ

ものがあらわれてよしうは (SgT ・ー.Tsk))…いと書く. 布の点線は話

諜 γのあらわれをど示す.

SlTs2きどま長さ>>(length) 2のま震史》とL、うー slT(S2Ts3)は《長さ))3の

《壁史》である.以下関様.なお， ((状態記述))81> S2，……そのものをそれぞ

れ《長さき))1の{歴史》とする.状態記述，すなわち《懸史》の構成望者 (con

stituents)がつくられる変壌の数手!;'nとすれば，その nをま麓史》の《幅》

(width)という. ((際史》について，命題変項を PhP2， P3，……，Pnとすれば，

t設さ))1の《歴史))(状態記述)の論理的に可能な数は 2n，すべての可能な

《歴史》の数は (2n)mである(ただし， rおおお1，2，……は《際史》の《長さ》会

示す数とする)‘

'T'は以上のように，あるま爵琵》きどあらわしている.それは明かに非対

称約 (asymmetrical)であるーところで，これは真理問数を議懇させるような

結合子として， ~2 で公報構造により定義される.
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~ 2 von Wrightの T-calculus

2.1 用語 (vocaburary)

1) 変項 p，q， r，…・・・

2) 真理函数的結合子ぺ&， V，→，付

3) 結合子 T

4) 括弧(，)

2.1-1 T表現 (T-expressions)

これらは次のように帰納的に定義される.

1) 変項は原子的 T表現である (atomicT-expression). 

2) 左右に T表現をもっ結合子Tから作られる表現も原子的T表現で

ある.

3) 原子的 T表現及びそれらの真理函数的複合 (truth-functionalcom-

pound)もT表現である.後者を分子的T表現 (molecularT-expression) 

とし、う.

尚，括弧の省略のために，慣例により，結合子の強さの11頃を-， &， V， 

→，十人 Tとする.

2.1-2 公理構造 (axiomaticstructure) 

2.1-21 公理

T-AO 古典2値命題計算 (PC)の(完全性をもっ)公理の集合

T-A1 (pVqTrVs)科 (pTr)V(pTs)V (qTr)V (qTs) 

T -A2 (pTq) & (rTs)仲 (p&rTq&s)

T-A3 p仲 (pTqV-q)

T-A4 """(pTq &-q) 

2.1-22 推論規則

T-R1 代入則一一変項に対する T表現の代入

T-R2 Modus pon巴ns

T-R3 外延性の規則一一等値であることが証明された T表現は相互

に代入可能である.
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2.2 ((この形式的体系 T-calculusは syntacticalに整合的である)).

'T'を‘&'に置換えれば， PCの中に一つの解釈をもつことは明かであるか

ら.しかし，このメタ定理は，形式的体系についての形式的な結果としては，

トリヴィアルなことと思われる. T-calculusの形式的体系としての特色は，

'T'と'&'とを区別し通常の古典2値命題計算にこの体系固有の公理 T-Al

-A4を加えたことにあるのだから.しかしこのメタ定理のもつ哲学的解釈

(意味)もトリヴィアルかどうかここでは問わない.

2.3 任意の T表現をとり，その変項のすべてのリストを番号づけして

{Ph P2'…"'， Pn}とすれば，すでにのベたように，それは T表現の議論の宇

宙を決定し， 2n個の状態記述を決定する.すなわち，{Sb 82，……， s付.

Sh S2，・・・…は《歴史》の T伺constituentsである これらを利用して T-tau-

tologyを次のように定義する n個の議論(あるいは表現)の宇宙において

《長さ))m のすべての可能な《歴史》の選言を Tm，n-tautologyという.

例 {p}について

T2，!・tautology: (pTp)V(pT-p)V(-pTp)V(-pT-p) 

2.3-1 von Wrightはこの形式的体系について，すべての T-tautologyは

その体系の定理であること (T-calcul usの完全性)，この体系が決定手続をも

つことを証明した.それは次のメタ定理 T-normalformの存在定理を証明

することである

《任意の T表現は，その表現の宇宙において，ひとしい長さをもっ歴史の

選言に等値である.与えられた任意の T表現に等値の，歴史の選言を，そ

のT表現の T標準形という)).

この定理は重要であるので，その証明のアイディアを概略紹介する.

(i) PC (古典2値命題計算)において，任意の PC表現は，それに等値の

完全選言標準形をもつことは周知である. この選言項は連言でできていて，

それぞれ，表現の宇宙 {PhP2'……，pn}に関する《状態記述))(((長さ))1の

《歴史)))である.従って 'T'の左右に PC表現をもっ T表現は 'T'の左右
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をそれぞれ，もとのPC表現に等留の完全選言標準形に変えることができる.

(ii) この変形されたす表現について， T-Alにより‘T の左右の選管項

{状態記述〕をそれぞれ一つだけ左右にもつT表現の選設に変えることがで

きる.つまり，もとの表現は，記長さ))2の《歴史》の選言にかえることがで

きる.

(iii) 原子的す表現と真理函数的結合子からつくられたT衰弱は， ((歴史》

である原子的 T {ひとまとめ)とする真理函数である. したがっ

てその《歴史》な介して，完全滋言標準形に変形される. これをす-Alによ

り分説すれば， ((歴史》のあるいはその子安定{否定記長予言tr霊堂)の連言の選言とな

る〔否定記号前置の《歴史》があれば，その《盤史》以外の別の《歴史))(室長

さ》は関口のすべての選言会代震設して否定記号を消すユ この《墜史》の連

言に T-A2を溺用し左右に状態記述の連言をもっ T表現にかえる〔もし，

T-A4およびこの体系で証明可能な定理 -(p&-pTq)により慌偽の連

寸'の左右いずれかに結果すると，そのす表現を除くJ.つまり， ((歴史》

同じ《長の《歴史))(ここでは《長さ))2) 

ることができる.

(iv) 同様の手続によって， 'T'の左おいずれかにさらに 'T'をふくむ寸表

現，あるいはそれらの箕懲菌数的複合には，その必要に応じて吉長さ))2以

上の《歴史》の選言に，任意の T表現を変形しうる.

例 以上の手続によってえられる《震史》の選言明一-T諜準静一ーは，も

とのす表現について多《長d:))宏一定すれば，ただ一つだけ存在すG.

以上， von Wright (討の T開calculusと，その性格の解説である.なお，多

少付言しよう.

2.4 T-calculus内部で，活躍を導出する..:その目的は，推移的 (transitivめ

な《関係》が T心alculusとしづ形式的レベノレで表現されるかきど確かめるため

である.それに必療な溌理の箆坊には，次の諸定理を用いる (T-T4-6のナ

ンバーは， von v九iright拐で証明されている定理のナンバーで、あるJ:
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6 

T-T4 pTq→p 
T-T5 p&(qTr)仲 p&qTr

T-T6 (pTq)Tr件 pTq&r

2.4-1 (pTq) T (qTr)科 pT(qTr)

(1) (pTq) Tr科 pTq&r

(2) (pTq) T (qTr)付 pTq&(qTr) 

(3) q & (qTr)件 qTr

(4) (pTq) T (qTr)付 pT(qTr)

2.4-2 (pTq) Tr→pTr 
(1) pTq &r付 (pTq)& (pTq) 

(2) (pTq)Tr件 pTq&r

(3) (pTq)Tr→pTr 

2.4-3 pT (qTr)→(pTq)Tr 
(1) pT(qTr)→pTr 
(2) (pTq) T (qTr)→(pTq)Tr 
(3) pT(qTr)→(pTq)Tr 

2.4-4 pT (qTr)→pTr 
(1) pT (qTr)→pTr 
2.4-4 1 (pTq) T (qTr)→pTr 

2.4-5 (pTq) & (qTr)→pTr 
(1) (pTq) & (qTr)件 p&qTq&r

(2) p&qTq&r件 (pTr)& (qTq) 

(3) (pTq) & (qTr)→pTr 

T-T6 

(1)， T-R1 (r/qTr)l) 

T-T5， PC (q & q件 q)

(2)， (3)， T -R3 

T-A2， PC(p件 p&p)

T-T6 

(1)， (2)， T-R3， PC 

2.4-2 

(1)， T -R1 (p/pTq) 

(2)， 2. 4-1， T -R3 

2.4-2， 2. 4-3， PC 

2.4-1， 2.4-4， T-R3 

T-A2 

T-A2， PC (q & n-H  & q) 

(1)， (2)， T -R3， PC 

1) 代入貝jによれ (1)について，その γ のあらわれすべてに 'qTr'を代入したこ

とが斜線を介して示されている. 以下同様である.

尤も， ~3 以下で， 全く別の意味をもっ斜線が， ‘Md表現'の中にあらわれる

が，両者を混同するおそれはない.
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2. 4-6 (pTq) & (qTr)→(pTq)Tr 
{工) (pTq) & (qTr)付 p&qTq&r

(2) p&qTq&r仲 q&(pTq&r)

紡 (pTq)& (qTr)→pTq&r 
(4) (pTq) & (qTr)サ (pTq)Tr

す-A2

T-T5 

(1)， (2)， PC 

(3)， T-T6， T-R3 

事象の時間的能後鑓採は，状態 p，q， r ~とついて， pがqに， qがrに先

ると， pはrに必ず先持する. この関保:状態の時間系列上の誰移的な

爵係は， 2. 4-4， 2. 4-4 1によって表現される.Hの記法に戻ると，くp，q，の

あるいはくくp，q)，くq，r))であるー

ところで T-T6によって， (pTq)TrはpTq&rだから，前者は時間の2

している‘ <p， q， r)，くくp，q)， r)，くp，く:q，r))いずれでもない.

くあ q&r)すど示す. 2.4-2 これが pTrを含むことを示すが， 2.4-4， 

2.4-41の意味で推移的ではなし¥2.4々は，くp，q， r)ならば， pは必ずqお

よびrに先行するが，その逆はいえないことを訴している.2. 4-5， 2. 4-6に

ついても誇様である. これらと 2.4-4， 2. 4-41とは寵i可されてはならない象

論理的，無時間的な推移的関係と時間的な推移的関係とを区民しなければな

らない. このことは，この体系が，その区別の形式的表現を欠いているとい

うことではない.

93 2項様格付yadicmodality)とその形式的体系Md-syst記m[von Wright 

(1)]. 

様相(可能強，必然性)を，単にまpが可能である》等 monadicに考えず，

({qに擬して (qに相対的に)pが可能的で、ある》等のように dyadicに考える

ことにする. これな表記する記法として M(pjq)な導入する ここで空白な

もつ記号 M(j )そのものは， 2つの論理記号でなくただ1つの記号である‘

-M(-p/q)はおに関して (qという条停の下で)pでないことは可能でな

い弘すなわわ <<qに関して pは必然、的である》を意味する.これを N(p/q) 
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と短縮して書いてもよい.これに倣って， M(pjt)，ここでγを任意の tauto-

logyとすれば，この表現は ((tautologousな条件の下で pは可能である》す

なわち《絶対的に(無前提的に)pが可能である》と読む. また -M(pjt)，

-M(-pjt)，……も上に倣って読む. 以上， 体系Mdの特別な記号M(j) 

のinformalな解説である.その形式的体系を次に紹介する.

8 

3.1 用語

1) 変項 p，q， r，・

2) トートロジー変項 t

3) 真理函数的結合子-， &， V，→，特

4) 様相語 M(j ) 

5) 括弧し)

3.1-1 Md表現

これらは次のように帰納的に定義される.

1) 位数 (oder)n (l::;;n)の Md表現は，位数nの原子的 Md表現， また

は，原子的 Md表現の分子的複合である.後者の原子的表現のうち少なく

とも一つは位数 nであり，いずれの原子的 Md表現も nより高い位数の

ものはないとする.

2) 位数nの原子的 Md表現は M(j)とL、う形式をもっ表現で，空白部

分の一つは位数 n-1のMd表現により，他の空白部分は位数 n-1かま

たはより低い位数の Md表現によって充されているものである.

3) 位数o(ゼロ)の Md表現は，変項 p，q， r，・.....またはトートロジ一変

項 t，または変項(あるいは t)の分子的複合である.

上の定義から，位数lの原子的Md表現は，形式 M(j)の表現であって，

空白部分は位数o(ゼロ)の Md表現によって充されている.さらに上の定
義から，位数1のMd表現は，位数1の原子的 Md表現か，位数1の原子

的 Md表現と(または)位数OのMd表現とからなる分子的複合かである.

略記号として N(j)を用いる. これは -M(-/)の短縮形である.



尚，結合子-の強きのJI僚はタ-， &， V，→，仲畠

3.1-2 公理構造

3.1-21 公

Md-A1 M (p/p)→--M(-p/p) 
.Md-A2 M (p/q) VM  (-p/q) 

Md-A3 M (p & q/r)件 M(p/r) & M (q/r & p) 

Md-A4 p一歩M(p/t) 

3.1-22 推論説刻

人文科学論集

拭d-RO 古典 2~復命題計算 (PC)の法賠一-PC の公理または探理につ

き，;をの変獲に対して羽d表現を代入して， Mdの定理念う Q.

Md-R1 1-¥:;入期一一郎の公理また

対しである Md表現を代入して，

討d一郎 Modus ponens 

き，その仁和のある変項に

うる.

Md-R3外延性の競馬一…Mdの公理または窓潔につき，その中のある

Md表現に対して，それに等{践であることが証明された Md表

識を代入して，窓速をうる.

3.2 以上が‘full'dyadic modal sy昌総mMdである.以下においては，位

数1のMd表現を考察することにする，

3.3 Md“systemは，確準の理論と，相対的様相論理との類比によりえら

れたものである.このことは vonWright 部の所設?とくに緩のかがける初

等篠率論の公理:

A1 P (p/p) = 0 V P C""p/p) 0 

A2 P(p/q)やP(-p/q)= 1 

A3 P(p & q/r) =P (p/r) XP(q/r & p) 

と.Md-AI-A3との対比によって切かである.確率の撰;むま様相論理の公取

tこょっ されるような構造的性格なもつ概念と考えられている.つまり

9 
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確率論は，相対的可能性の程衰の数能訓度をもっ様相論理である一一様和論

理は可能性の程度の計量を導入ナることで確率の理論に変えられる，と

られている [vonWrightは)， p.118]. 

3.4 C.の凱d.systemの特徴づけとは一応別に次の点が在意される.この

体系は様相概念に関する体系として， PCのEがにこのままでは解釈をもたな

いことである.それを試みるとき，とくに Md-A3:M の作用域にある総合

後'について，左辺から右辺への単純な分艶員立を許さないこと

味合もつ.尤も，可能性の概;愈の{動く文を考えれば，このことは当然のこと

である.

3.5 Md-A3に詮目する.

MふA3 M(p& q/r)件 M(p/r)&剖(q/r&が

これから次の定理が霞ぐ出る:

3.5-1 M (p & q/p)件 M(p/p) & M (qJp) Md-R1 (r/p)， PC (p付 p&p)，

Md-R3 

3.5-11 M(p&q/q)仲 M(q/q)&羽(P/q) Md-R1 (p/q， q/p， r/q) ， PC， 

Md-R3 

この定理のいずれか，備えば 3.5-1を Md-A3にかえて公理として用いる

とする.地の公理その他はそのままにしてえられるこの公漣系を Md'.sy抗告泡

ということにする. この syst悲mはもとの syst母m と異なった性質をもっー

すなわち，次のメタ定理である:

10 

({Mdにsystem1主PCの中に一つの解釈なもつ》

証明 次の定義を Md'に加えることにする.

M(p/q) ニヨ def (q→p) 
M(-p/q)認定 def-(q→p) 

ると， Md'の各公理はそれぞれ:



Md'-A'l (p→p)→--(p→p) 

Md'-A'2 (q→p) V -(q→p) 
Md'-A'3 (p→p&q)件 ((p→p)&(p→q))

Md'-A'4 p→(t→p) 

人文科学論集

この Md'-A'1-A'4はいずれも PCの定理(または公理)である. 決定方

法は PCに関する真理値表によればよい.

Md'表現の上の定義により，すべての Md'表現は PC表現となるから，

Md-RO (公理以外は Mdのままであった!)は， PCの代入則となる.同じ理

由で， Md-Rlについて， Md'の公理または定理も PC表現からなり，その

変項へ代入される Md'表現も亦 PC表現だから， Md-Rlはそのまま PCの

代入則である. Md-R2， R3についても同様である (Q.E.D.).

3.6 さらに Md-A3について

3.6-1 M (p & q/t)付 M(p/t) & M (qjp) 

これに対して次の Md表現:

3.6-2* M (p & q/t)付 M(p/t) & M (qjt) 

Md-A3， Md-R1 (r/t)， PC 

(t&p仲p)，Md-R3 

は， Mdにおいても， Md'においても定理でない. というのは次の理由に

よる:

3.6-2*が Mdまたは Md'において導出可能であるとする.すると Mdま

たは Md'の R3により

M (p/t) & M (qjp)件 M(p/t) & M (q/t) 

M(q/p)件 M(q/t) PC 

これは p今tとなり一般に不可能である.Md-A3をみとめる限り， 3.6一計

は証明出来ず， Md，Md'の定理ではない.この分配則の不可能性は，様相概

念の特徴である.但L結合子‘V'に関しては:

11 
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Md-T2 M (pVq/r)仲 M(p/r) V M (qjr) 

また 'N'については:

Md-T3 N (p & q/r)件 N(p/r) & N (q/r) 

これらについてR1により γに‘t'を代入したものも亦もちろん定理である.

~4 PCの中に一つの解釈をもつかどうかが重要かどうかは個々の体系に

ついて云々されるべきことがらである. Md'-A3 [3.5-1]を含む Md'-system

がPCの中に一つの解釈をもつようにする定義の下では [3.5]，3. 6-2*もPC

の定理となるのである. しかし， PCにおける解釈の問題とは別に，この

Md， Md'によって証明されぬ (Md，Md'から独立した)3.6一計を， Md-A3 

または Md'-A3にかえて公理として採用した system--これを PMd-system

と呼ぶーーは，次のメタ定理をもっ:

12 

((T -calcul usはPMd表現によるある定義の下で，PMd-systemに含まれる》

まず， PMd-system (Pseudo-Md-system)を略記しておく:

4.1 用語 Mdに同じ

4.1-1 PMd表現 Md表現に同じ

4.1-2 公理構造

4.1-21 公理

PMd-A1 M (p/p)→-M(-p/p) 
PMd-A2 M(p/q) V M(-p/q) 

PMd-A3 M (p & q/t)付 M(pjt) & M (q/t) 

PMd-A4 p→M(p/t) 
4.1-22 推論規則 Mdに同じ

尚， 3.2の特記同様，位数1の PMd表現を考察する.

さて，上のメタ定理の証明には，

(1) T-calculusの公理が PMd-systemの中で証明されること
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T-calculusの推論規閣が PMd-systemの中で証明されること.

この2条件が満足されれば.よい.

4.2 (1)については， Mdの定壊で， Md-A3から独立に葦拐される次の諸

Cvon Wright (1)で註明済みの定理ナシパ…そ Md-T1……で

示すユこれらは Md-A3を用いずに証明されるとL寸意味で，すべて PMd

の定理である;

(P) Md-T1 M (p/p)付 M(p& r/q) V M(p & -r/q) 

(P)Md-T2 M(pVq/r)村 M(p/r) V M (qfr) 

(P)羽d-T15 M (t/t) 

(P) Md-T18 N (t/t) 

(P)Mdーす18ネ -M(-t/t) 

以上の定理と PCの定還ならひ、に推論規員U4.1-22 [3.1-22] Vこより，務易

に次の会表現は PMdにおいて証明される:

4.2-1 (pVq) & M (r桐V8/t)付 p& M (r/t)Vp & M(s/t}Vq & M (r/t)V 

q & M (8jt) 

4.2-2 (p & q) & M (r & 8/t)付 (p&q)&主主(r/t)& M (8/t) 

4.2-3 P付p&摂 (t/。
4.2-4 -(p & M (，..，.. t/t)) 

4.2-1について右辺は ιV'と'&'に関する PCの分配則により

(pVq) & (M(r/t)VM(s/t)) 

とみれば， PC により

M (rVs/t)付 M(rjt)VM(sjt) 

が証明されれば十分である. しかしこれはと掲 (P)Md-T2， R1 (pjr， q/s， r/t) 

により証明される.

13 
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4.2-2について，この設現は (P)Md-A3， R1 (p/r， q/s)とやCによって基ち

にえられる.

4. 4.2-4についても同様である.

ところで，次の定義をニの PMdに加える:

4.2-5ネ pTq出 derp & M (qft) 

すると， 4.2-1-4.2-4はそれぞれ T-calculusの公理 T-AI-A4である.

4.3 (2)[4.1] について，推論境部は， RO，R1は雨体系に対して同

る. R1についても悶様である.定義 4.2-5*の下で，すべてのす

PMd表現である.経って PMdの良工はすなわち T-Rlである.

T-R3-一外延i~主の援剣の証明は次のようになる

(i) 外語殺は M の作用域の外部のいずれのよ場完売においても， PCによっ

て成り立っ すなわち T-R3と同じである.

(ii) 外経性が Mの作用波の内部で成り立っとき，それがT表現におい

ても成り立つことを示そう.定義 4.2-5*について;

t&pTq付 p&M(q/t) PC(p付 t&p)，T-R3 

p&(tすq)付 p&;';1 (q/t) PC (p 8d伶 f&p)，T-R3， T-T5 [苦2]

4.2-伊を:

4.3-1* M ね/t)ロ deftTq 

と定義してよいことな示している.

いま仮りに qとYが等鎮であることが証明されるとすれば

4.3吋 11* M(r/t)村 tT1' 4.3-1*， PMd…R3 

4.3-1キ や」駒辺左のとti
 

t
i
 
qo 
A
句

、
}
句
J
M

L
」のもた、J〆たら

より， P限d-R3により等{産である. 載って tTq村 tT1'. これは，仮

q-1'について，そ[-R3が成立つことを示している (Q.E.D.). 
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4.4 PMd・systemと，もとの Md-systemとを具体例につき比較し，それ

を介して T-calculusの性格づけをする.

Md-T23 M (p/t) & M (q/t)→(M(p/q)付 M(q/p))

この証明は:

(1) M (p & q/t)付 M(p/t) & M (q/p) 

(2) M (p & q/t) <--> M (q/t) & M (p/q) 

(3) M (q/t) & M (q/p)付 M(q/t) & M (p/q) 

(4) M (p/t) & M (q/t)→(M (p/q) H M (q/p)) 

3.6-1 

3.6-2* 

Md-R3 

PC 

この定理は， compatibilityの関係が対称的 (symmetrical)であるための条

件を，その左辺でのべていると考えられる [vonWright (1)， p.100]. 

さて

PMd-A3 M (p & q/t) <--> M (p/t) & M (q/t) 

これと上掲証明の第 (1)-(3)行から:この 2つの体系は p<-->tにおいての

み同一である.すなわち， M(/)形式の表現において，右側の空白部分には

γだけが入るということである.このことは内容的にいって，相対的可能性

一一様相一ーの立場を棄てることである. 2項様相は，仮りの2項様相で，

実質は monadicになった.

さらに，既述 [3.6]したように， PMd-A3をみとめることは，直観的にも

様相の意味を失うことである.

4.5 PMdとT-calculusとについて， 4.1-4.3で，前者が定義 4.2-5*の

下で後者を含むことを証明した Cli妊ord(1)， Aqvist (1)では，それぞれちが

った関心の下で， T-calculusが別のある様相体系に含まれることを示した

彼らはさらにその体系と T-calculusが等値であることも示した. ところで，

T-calculusが，逆に PMdを含むかどうかである.詳しくは，定義4.3-1*の

下で， PMdの公理ならびに推論規則が証明されるかということである.しか

15 
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し，この定義の下では， PMd-A3， A4のT表現への反訳(対応)は可能であ

れ， A1， A2についてはその手立てがない. PMdのdyadicな表現:M(q/p) 

とL、う表現の T表現への対応(反訳)一一逆ではない!ーーが必要であるが，

これを見出すことは出来なかった. このことは T-calculusが， von Wright 

(1)の意味で， dyadicな体系ではないこと，それと本質的に異なった monadic

な体系であること，なのであろう.

~5 PMdは Mdによって証明出来ない公理を含むという意味で， Mdと

異なる体系であった. この PMdvこT-calculusが含まれることが示された.

この理由に関する限りで， T-calculusは Mdの観点からする様相論理と異な

るといえる.一般に，相違や関連は，どの観点に関して異なり，あるいは関

連するかをいうべきだとすれば，否定的(消極的)であれ，その相違が多少と

も明瞭になったと思われる. T-calculusの積極的な性格づけは， 4.5で指摘

した人々の試みのように，相違よりも，全く別の体系との等値を示すことで

果されるであろう.

しかし，そのような試みとは別に，次のことが指摘できるように思う.記

号 'T'は， modal operatorでもなく，また，通常の真理函数的結合子でもな

い[~1]. だが，結合子的性格を備えている.このことを決定的にしているの

は， T-calculusが， PCの完全選言標準形のテクニツクを基礎として，決定

手続きをもっていることである [2.3-1]. このことから T-calculus一一内容

として事象変化を記述する論理一ーを可能性や必然性など様相概念から独立

なものと考えてよい. また，上に示されたように，様相の意味を失った擬似

様相論理系 PMdにT-calculusが含まれることは，別の角度から，同じこと

がらを表わしているものと思われる (1968.1) 

16 



人文科学論集

References 

Aqvist， L.， (1) ((“Next" and “Ought". Alternative foundations for von Wright's 

tense-Iogic， with an application to deontic logic)) Logique et Analyse， Vol. 

34， 1966. 

Clifford， J. (1) ((Tense logic and th巴 logicof change)) op. cit. 

Hintikka， J. (1) ((The modes of modality)) Acta Philosophica Fennica， fasc. 16， 

1963. 

Kripke， S. A. (1) ((A completeness theorem in modal logic)) The Journal of 

Symbolic Logic， Vol. 24， 1959. 

von Wright， G. H. (1) ((A new system of modal logic)) developed version of 1953， 

contained in “Logical Studies"， London， 1957. 
一一"一一 (2) Norm and Action， London， 1963. 

一一"一一一 (3) ((“And next")) Acta Philosophica Fennica， fasc. 18， 1965. 

17 



 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 全てのページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 369.00, 233.20 幅 8.00 高さ 25.00 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         AllDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     369 233.2 8 25 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     14
     17
     16
     17
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 5.709 x 8.268 インチ / 145.0 x 210.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20080109122606
       595.2756
       北大.3
       Blank
       411.0236
          

     Tall
     1
     0
     No
     511
     265
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         24
         AllDoc
         25
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     0.0000
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     16
     17
     16
     17
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 5.827 x 8.268 インチ / 148.0 x 210.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20080131094216
       595.2756
       a5
       Blank
       419.5276
          

     Tall
     1
     0
     No
     431
     342
    
     None
     Down
     14.1732
     14.1732
            
                
         Both
         83
         AllDoc
         89
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     14.1732
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     16
     17
     16
     17
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



